
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２３回 青梅市公共交通協議会 
 

 

今年度の取り組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年８月３日 
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１．バス利用促進に向けた市民意識の改革 

① 観光におけるＭＭ 

市内の主要観光地に対応して、公共交通を利用して行けるように情報提供を行う。 

 観光地案内のためのＨＰ掲載資料の作成（下車駅、バスのりば、降車バス停、時刻表、運

賃、バス利用方法などの情報提供） 

 観光部門のページからのリンク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高水三山 上成木からのコース 



 

 

② 事業所におけるＭＭ 

青梅市内の事業所において、通勤交通を対象として、自動車利用から公共交通や自転車利

用への転換を促すための、コミュニケーションアンケートを検討する。コミュニケーションアンケー

トは、事前・事後の２回実施し、事前で現状の通勤状況、事後で通勤手段の変化を把握し、行

動変容に対する効果を把握する。 

今年度は、次年度の実施に向けて、対象事業所やプログラムの内容を計画する。 

 実施事業所の選定、依頼 

 実施内容の企画（スケジュール、作成ツール、効果把握方法等） 

 コミュニケーションツール作成（動機付け冊子、通勤マップ、コミュニケーションアンケート） 

③ 学校教育におけるＭＭ 

青梅市内の小学校において、「総合的な学習の時間」を利用して、将来の公共交通ユーザ

ーである小学生（高学年）を対象として、地球環境や地域の公共交通について考える授業を行

い、これらを通して公共交通の役割や大切さについて学んでもらう。 

今年度は、「総合的な学習の時間」の指導計画が前年度にたてられることから、次年度に向

けた実施計画を教育委員会等関係機関と調整する。 

 対象校、学年、時期、時限数、プログラムなど、実施の可能性・方向性の検討 

 授業内容や教材の具体的検討 

表 授業内容の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：モビリティ・マネジメント／国土交通省  



 

 

④ 公共交通ガイドの更新 

平成 29 年度版の公共交通ガイドを作成する。 

 

２．公共交通空白地域の改善 

① 今井地区サイクル＆バスライドの検証 

原今井サイクル＆バスライドについて、利用促進のためのＰＲを行うとともに、利用が進まない

要因等についてアンケートを行う。 

② 河辺下地区の対応策の検討 

河辺下地区の対応策について検討を行う。 

③ 成木地区の公共交通利用促進支援 

成木地区における公共交通利用促進について、成木地区公共交通検討委員会の活動を支

援する。 

 

 

 


